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令和５年度における主要施策について 

 

 令和５年度知多市の一般会計、各特別会計及び各企業会計の決算を議会の認定に

付するにあたり、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第５項の規定

による主要施策の成果及び予算執行の実績について報告する。 

  令和６年９月４日 

                        知多市長 宮 島 壽 男 

 

 

 

― 1 ―



 

令 和 ５ 年 度 決 算 概 要 

 

 令和５年度の我が国の経済は、コロナ禍の３年間を乗り越え、改善しつつあり、30 年ぶり

となる高水準の賃上げや企業の高い投資意欲など、前向きな動きがみられました。一方で、

賃金上昇が物価上昇に追いついておらず、個人消費や設備投資は依然として力強さを欠く状

況にあります。 

 こうした状況下において、本市の財政状況は、市税収入に関しては、事業所得の減や一部

企業の減収による市民税の減、発電設備の一部廃止による影響及び主要企業の設備投資の減

による固定資産税の減により、市税全体でも減となりました。歳出では、物価高騰対策とし

てプレミアム付商品券事業、住民税非課税世帯等生活支援給付金など各種給付事業を実施し

たほか、西知多クリーンセンター建設に対する負担金の増などにより、全体として増となり

ました。 

 今後の動向としては、少子高齢化による生産年齢人口の減少などにより市税収入の増加が

見込めない一方、高齢化の進行に伴う扶助費などの増加、新庁舎整備や老朽化した公共施設

の大規模改修費用の増加などが見込まれており、引き続き厳しい財政状況が続くことが予測

されます。そのため、「ちた行革プラン2024」に沿って、財源確保と財務体質の改善に取り組

み、厳しい財政状況下においても市民生活に必要なサービスの提供を持続することができる

よう、健全で安定的な財政基盤の確立を図る必要があります。 

 

１ 一般会計 

 歳入決算は、市税が前年度より 1.5％の減、国庫支出金、財産収入、繰越金などが減とな

りましたが、株式等譲渡所得割交付金、地方交付税、繰入金、諸収入などが増であったこと

から、歳入全体では 0.2％の増となりました。 

 歳出決算については、民生費、衛生費、商工費などが増、総務費、土木費、教育費などが

減となり、前年度に比べて 1.1％の増となりました。 

主な事業として、総務の分野では、新庁舎の令和９年度の供用開始を目指し、基本設計及

び実施設計などを実施したほか、防災対策として災害時の情報伝達機能の充実を図るため、

老朽化した防災行政無線（同報系）拡声子局の改修を行いました。また、自治体情報システ

ムの標準化を円滑に実施するため、国が作成する標準仕様書と現行システムに係る仕様との

差異の洗い出しや移行に当たって必要な事務運用の見直しを行いました。 

福祉の分野では、災害時に自ら避難することが困難な障がい者や高齢者に対して、安全に

避難できるよう個別避難計画を作成したほか、物価高騰による負担増を踏まえ、家計への影

響が大きい低所得世帯等の生活を支援するため、住民税非課税世帯等生活支援給付金（物価

高騰対応追加給付を含む）を支給しました。 

 子育て支援の分野では、子どもとの関わり方や子育てに悩みや不安を抱えている保護者に

対し、親子の関係性や発達に応じた子どもとの関わり方を学ぶためのペアレントトレーニン

グを実施し、子育てへの不安の解消や親子の愛着関係の形成を図りました。また、妊娠期か

ら出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援と経済的支援を一体的に実施する出産子育て応

援給付事業を行いました。 

 衛生の分野では、不妊治療に対する補助について、特定不妊治療を補助対象に追加し充実

を図ったほか、50歳以上の方を対象に帯状疱疹ワクチン接種費用の一部を助成しました。ま

た、ゼロカーボンシティの実現にむけて、環境性能に優れた次世代自動車の購入に対して補

助を行いました。 
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 農業の分野では、大草排水機場の排水ポンプのオーバーホールを実施したほか、県が実施

する知多広域農道の舗装整備、ため池の耐震改修工事に対し負担金を拠出しました。 

商工業の分野では、プレミアム付商品券を販売し、物価高騰による家計の負担を軽減する

とともに、消費喚起による地域経済の活性化を図りました。また、知多大興寺（２期）地区

の造成工事にあわせて地区外排水設備の整備工事を行いました。 

都市基盤整備では、朝倉駅周辺整備に関して中街区における無電柱化施設の予備設計及び

北街区における「みどりを活かしたにぎわいづくり」を具体化するための調査を行いました。

また、市内の空家等の状況を把握するための調査を実施したほか、新舞子大興寺線などの舗

装工事を実施しました。 

 消防の分野では、水難事故から市民の生命を守るため潜水資器材の更新を行いました。 

教育の分野では、学校が抱える複雑化・困難化した課題に対応するため、スクールソーシャ

ルワーカーを増員したほか、快適で安全な教育環境整備として、旭北小学校北棟校舎及び旭

南中学校体育館の大規模改修工事を実施しました。また、文化財としての評価を行い、保存

活用について検討するため、大草城址の測量を実施しました。 

 

２ 特別会計 

(1) 国民健康保険事業特別会計 

歳入は、県支出金の増などにより、0.3％増の 7,577,828,777円となりました。歳出

は、保健事業費の増などにより、0.4％増の 7,495,011,540円となりました。 

 

(2) 後期高齢者医療事業特別会計 

歳入は、後期高齢者医療保険料の増などにより、4.0％増の 1,439,007,554 円となり

ました。歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金の増などにより、4.0％増の

1,426,390,769 円となりました。 

 

３ 企業会計 

(1) 水道事業会計 

収益的収支決算は、給水人口の減少、有収水量の減少などはありましたが、当年度純

利益 170,843,356 円を計上しました。 

一方、資本的収支決算は、自己財源による施設整備を実施したことにより不足額が

571,124,350 円と増加しましたが、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、

繰越工事資金、建設改良積立金、過年度及び当年度分損益勘定留保資金により補填しま

した。 

 

(2) 下水道事業会計 

収益的収支決算は、減価償却費の増などにより前年度に比べ営業収支が悪化したもの

の、長期前受金戻入などにより営業外収支が改善したため、当年度純利益 73,717,378

円を計上しました。 

資本的収支決算は、不足額 248,774,910円となりましたが、当年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額、減債積立金、建設改良積立金により補填しました。 
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１　一般会計　

（単位　円、％）

区分  予 算 額（Ａ）   決 算 額（Ｂ） （Ｂ）-（Ａ） (B)/(A)

歳入 33,847,135,050 32,484,211,508 △ 1,362,923,542 96.0

 一　般　会　計 歳出 33,847,135,050 31,182,185,425 △ 2,664,949,625 92.1

差引 0 1,302,026,083  ※

※  基金繰入額 743,528,061 円

 翌年度繰越 558,498,022 円

２　特別会計　

（単位　円、％）

区分  予 算 額（Ａ）   決 算 額（Ｂ） （Ｂ）-（Ａ） (B)/(A)

歳入 7,929,942,000 7,577,828,777 △ 352,113,223 95.6

 国民健康保険事業 歳出 7,929,942,000 7,495,011,540 △ 434,930,460 94.5

差引 0 82,817,237  翌年度繰越

歳入 1,431,015,000 1,439,007,554 7,992,554 100.6

 後期高齢者医療事業 歳出 1,431,015,000 1,426,390,769 △ 4,624,231 99.7

差引 0 12,616,785  翌年度繰越

３　企業会計

（単位　円、％）

会  計  別  予 算 額（Ａ）   決 算 額（Ｂ） （Ｂ）-（Ａ） (B)/(A)

収益的 収入 1,455,700,000 1,396,457,035 △ 59,242,965 95.9

収　支 支出 1,255,200,000 1,166,434,337 △ 88,765,663 92.9

資本的 収入 411,400,000 230,048,046 △ 181,351,954 55.9

収　支 支出 974,100,000 801,172,396 △ 172,927,604 82.2

収益的 収入 2,123,000,000 2,090,797,334 △ 32,202,666 98.5

収　支 支出 2,042,800,000 1,983,014,027 △ 59,785,973 97.1

資本的 収入 1,905,690,000 1,108,576,055 △ 797,113,945 58.2

収　支 支出 2,270,000,000 1,357,350,965 △ 912,649,035 59.8

注）企業会計の決算額には、予算額との比較のために、消費税及び地方消費税が含まれています。

令 和 ５ 年 度 会 計 別 決 算 総 括 表

会  計  別

 下水道事業

会  計  別

 水道事業

区 分
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